
 

 
 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

№１７１ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,174 世帯数 7,008  

（令和５年 5 月 1 日現在） 

６月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

 

 

総合順位の結果は１位:中矢原、２位:
上湯田上、３位:岩富でした！ 

出場された皆さん、そして運営にご協
力いただきました皆さんありがとうござ
いました！！ 

大歳地域交流センター 

公式 Twitter アカウント 

 



 

  

令和５年６月            大歳交流センターだより             Ｎｏ.１７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☏



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大歳地区６月の行事予定】 



令和５年６月            大歳交流センターだより             Ｎｏ.１７１ 

大歳のエトセトラ １１４ 

大歳のお寺について 

 

大歳地区には現在お寺は養元寺の一寺のみしか存在しません。以前は数軒の寺の存在が確認されています。寺

の歴史について調べてみました。 

 

「養元寺」（大字矢原 920 番地。 浄土真宗本願寺派） 

寛永年間（1624～43 年）に武蔵の国の僧教春が、矢原（下湯田９）を法縁の地として、教正寺を建立されたと

いわれています。五世春朝のとき継続者がなく、本山西本願寺へ後継者紹介を願い出た。当時本山に美作国（岡

山県北部）津山にあった「養元寺」住職の血を引く浄海という僧がいた。本山では、教正寺の継続として、淨海

の子恵明を指名し、寺号も「養元寺」と改める。（1739 年）以後、現在の住職は第 21 世村上元道です。 

 

「最明寺」（大字朝田字岩富 浄土宗） 

「防長寺社由来」（1741 年）には西明寺とあり、「風土注進案」（184０年）には最明寺となっている。北条時

頼（出家して道宗禅師（通称最明寺殿））が、弘長３年（1263 年）に一国一寺を建立した時の一寺が西明寺であ

ったといわれている。当時天台宗。慶長年間（1600 年前後）火災で焼失。寛永（1620～40 年）の頃、浄土宗の寺

として再興した。現在は無住職。本堂と本尊阿弥陀如来。脇仏多聞天、持国天が安置されている。 

 

「西蓮寺」（大字朝田字勝井にあった） 

昔は洞山西連寺という真言宗の寺院であった。その後消失した。享保３年（1718 年）僧誓頓が再興、浄土真宗

となる。明治末頃住職の還俗で廃寺。本尊阿弥陀如来は勝井の勝井家に祀られている。 

 

「淨楽寺」（大字朝田字和田にあった） 

大内時代からの古跡で廃寺となっていたが天和年間（1681～83 年）に僧宥温により浄土真宗として再興。明治

13 年（1880 年）に仏成寺となったが、昭和 50 年（1975 年）に廃寺となった。 

  

「善光寺」（朝田の的場山麓にあった） 

大内時代光明山善光寺という大寺であった（寺社由来）。戦災で焼失。吉敷の長楽寺抱となった。 

本尊阿弥陀如来と脇仏は朝田の公会堂に祀られている。    （大歳史談会 文責：森下茂登喜） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞龍山養元寺本堂 瑞龍山養元寺正門前から 


